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消防体験教室が７月２４日、半田消防署阿久比支署職員の指導で行われました。参加者は、災害から身を守るため消火訓練、ロープ訓練などに取
り組みました。９月１日は「防災の日」です。３月１１日の大地震から半年が過ぎようとしています。災害への備えは大丈夫ですか。 
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September

阿久比谷虫供養 y
９月２３日に行われる阿久比町の誇る伝統行事。今年は白沢区民館が会場です。 

循環バス運行開始に向けて 
１０月１日に試行運行開始予定の循環バスの特徴、乗り方などを紹介します。 

9月1日号 

防災への意識改革 
全地区一斉避難訓練の様子などを紹介します。いざというときの備えは万
全ですか。 

幼･保･小･中一貫教育プロジェクト 
シンガポールから小学生海外派遣団が無事帰国しました。現地での交流の
様子を伝えます。 

w～e

r～t
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災害から身を守ろう 災害から身を守ろう 
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１６５ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０で確認してください。最新の
メッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

　

町
内
全
地
区
一
斉
避
難
訓
練
と
し
て
、

八
月
二
十
一
日
（
日
）
に
防
災
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
と
違
い
、
東
日
本

大
震
災
を
教
訓
に
「
ま
ず
逃
げ
る
こ
と
」

を
考
え
た
訓
練
を
実
施
し
、
五
千
二
百
人

以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

が
連
動
し
て
発
生
し
、
家
屋
の
全
半
壊
や

火
災
の
発
生
、
津
波
に
よ
る
阿
久
比
川
の

一
部
決
壊
、
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
が
起

こ
り
町
内
各
地
で
被
害
が
生
じ
た
と
想
定
。

ま
た
、
役
場
庁
舎
が
地
震
で
崩
壊
し
た
想

定
で
、
町
の
災
害
対
策
本
部
を
オ
ア
シ
ス

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

午
前
七
時
に
防
災
行
政
無
線
で
訓
練
開

始
を
放
送
。
各
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
は
、

一
次
避
難
場
所
へ
移
動
し
ま
し
た
。
避
難

場
所
で
は
、
避
難
人
数
、
安
否
、
要
援
護

者
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
併
せ
て
、
避
難

経
路
や
避
難
場
所
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
次
避
難
場
所
か
ら
行
政
協
力
員
が
い

る
地
区
災
害
対
策
本
部
に
各
避
難
所
の
状

況
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
報
告
を
取
り

ま
と
め
た
地
区
全
体
の
状
況
を
役
場
職
員

が
行
政
協
力
員
に
聞
き
取
り
調
査
。
役
場

職
員
は
、
災
害
の
た
め
車
が
使
え
な
い
想

定
の
も
と
、
町
の
災
害
対
策
本
部
か
ら
自

転
車
や
バ
イ
ク
で
地
区
災
害
対
策
本
部
ま

で
移
動
し
、
携
帯
無
線
機
を
使
用
し
て
町

の
災
害
対
策
本
部
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

町
の
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
オ
ア

シ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
員
地
震
災
害
初

動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
用
し
た
東
海
地

震
の
発
災
害
後
の
初
動
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
消
防
団
や
半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署

は
、
町
内
を
巡
回
し
、
避
難
の
案
内
放
送

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
地
区
の
広
さ
、
人

数
な
ど
の
違
い
で
、
一
次
避
難
場
所
を
設

け
な
い
な
ど
の
地
区
に
よ
る
違
い
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
訓
練
の
反
省
か
ら
、
今
後

地
区
で
避
難
場
所
、
避
難
方
法
な
ど
の
見

直
し
が
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
自
分
が
住
ん
で

い
る
地
区
の
自
主
防
災
会
に
参
加
す
る
な

ど
し
て
、
防
災
意
識
を
高
め
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。
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阿久比川と十ケ川の水位が 
自宅から確認できます 

阿久比川と十ケ川の水位が 
自宅から確認できます 

阿久比川と十ケ川の水位が 
自宅から確認できます 
「川の防災情報」は 
阿久比町ホームページから 

アクセスできます 
http://www.kasen-owari.jp/

気象庁ホームページ 
「レーダー・降水ナウキャスト」 
http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/

　

三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

被
災
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
阿
久
比
町
で
も
、
東
海
・
東
南
海
・

南
海
の
三
連
動
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

大
き
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
地
域
防
災
の
実
践

的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
災
害
に
対
す
る

正
し
い
知
識
や
防
災
活
動
の
技
術
を
身
に

付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

東
浦
町
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　
□
日　

時　

九
月
二
十
五
日
、
十
月
二
十

三
日
、
十
一
月
二
十
七
日
、
十
二
月
十

一
日
、
平
成
二
十
四
年
一
月
十
五
日
の

各
日
曜
日
（
全
五
回
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
（
昼
食
は
各
自

持
参
）

□
場　

所　

阿
久
比
町
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）

□
内　

容　

家
具
転
倒
防
止
演
習
、
災
害

図
上
演
習
、
避
難
所
運
営
演
習
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
被
災
者
体
験
報
告
、
自
主

防
災
会
活
性
化
演
習
、
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
演
習
な
ど

　

※　

変
更
の
場
合
有
り

□
定　

員　

十
人
程
度
（
先
着
順
）

□
講　

師　

名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授　

飛
田
潤
氏
ほ
か

□
受
講
料　

無
料

□
申
込
期
限　

九
月
二
十
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
交
通
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
０
８
）

『
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
及
び
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座
』
を
開
催

　

愛
知
県
消
防
学
校
（
尾
張
旭
市
）
で
七

月
二
十
六
日
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｆ

Ｃ
）
愛
知
県
消
防
学
校
一
日
入
校
が
行
わ

れ
、
阿
久
比
町
か
ら
十
五
人
の
ク
ラ
ブ
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｆ
Ｃ
は
、
少
年
期
か
ら
火
災
予
防
に

つ
い
て
の
知
識
を
身
に
付
け
、
火
遊
び
な

ど
の
危
険
な
行
為
を
防
止
し
て
、
各
家
庭

や
学
校
で
の
火
災
の
防
止
を
図
る
と
と
も

に
、
火
災
予
防
思
想
の
素
地
を
築
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

レ
ベ
ル
の
組
織
団
体
で
あ
り
、
阿
久
比
町

で
も
、
町
内
の
四
小
学
校
す
べ
て
に
あ
り

ま
す
。

　
「
一
日
入
校
」
は
、
消
防
に
つ
い
て
の

関
心
を
深
め
、
防
火
意
識
の
高
揚
と
ク
ラ

ブ
員
の
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
員
が
体
験
し
た
種
目
は
、
地
震

体
験
、
煙
道
体
験
、
規
律
体
験
、
着
衣
着

火
の
消
火
方
法
、
放
水
体
験
、
消
防
車
試

乗
な
ど
で
す
。

　

今
春
、
県
下
（
名
古
屋
市
を
除
く
。）

の
消
防
署
に
採
用
と
な
っ
た
新
人
署
員
に

よ
る
熱
心
な
指
導
で
、
子
ど
も
た
ち
は
火

災
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

少
年
消
防
ク

少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

消
防
学
校

消
防
学
校
一
日
入
校

日
入
校 
少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

消
防
学
校
一
日
入
校 
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阿久比町循環バスが運行を開始します 
１０月１日（土）試行運行開始予定 

　生活の足を確保するために、地域公共交通として町内を循環するバスの運行を要望する声が、増しています。 
　この状況に対応するため、平成２２年４月に阿久比町循環バス検討委員会を立ち上げ、広く皆さんから意見をい
ただきながら循環バスについて、検討し、その結果、１０月１日から循環バスの試行運行を開始する予定となりま
した。 
　今回は、循環バスの特徴と乗り方などについて紹介します。循環バスのルート、ダイヤについては、全戸配布
のバスマップをご覧ください。 

〈阿久比町循環バスの特徴〉 
◎　阿久比駅前を中心に、 
　ブルーライン（高根台、板山、宮津団地方面～阿久比駅前～南部方面）と 
　オレンジライン（草木、白沢、スポーツ村方面～阿久比駅前～東部方面）の 
　２台のバスが運行します。 
◎　阿久比駅前では、２台のバスを相互に乗り継ぐことができます。 
◎　住民アンケートの結果から、一部の店舗や医療機関へも循環バスの乗り入れを行います。 
 
〈阿久比町循環バスの乗り方〉 
１　バス停留所のバスから見やすい場所でお待ちいただき、バスが 
　接近したら軽く手を挙げて合図してください。（停留所に人がい 
　ないとバスは通過することがあります。）  
　　バスは、道路事情などにより、遅れてくることがあります。 
 

　　　  
２　バスが到着したら、足元の段差に気をつけて、ご乗車いただき、座席にお座りください。満席の場合はご乗
　車をお断りします。シニアカー、ベビーカーで折り畳みのできるものについては、持ち込むことができます。 
 

　　 
３　目的地の停留所名を告げるアナウンスがあったら、降車ボタンを押してください。 
　　バスが止まってから席をお立ちください。足元の段差に気を付けて、バスをお降り 
　ください。 

〈阿久比町循環バスの車両とバス停留所〉 

バスは、時刻表どおりに運行できないことがあります。 
電車や他のバスに乗り継ぎができなくても、その責任を
負うことはできませんのでご了承ください。 

バス停留所 

降車ボタン 

乗降口 

ブルーライン オレンジライン 
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〈停留所では、次のことを心がけましょう〉 
◎　停留所でバスを待つときは、車道や車の進入路から離れた安全な場所でお待ちください。  
◎　停留所でバスを待つときは、近隣の皆さんのご迷惑にならないよう騒いだり、ごみを捨てたりしないよう気
　をつけてください。  
◎　停留所付近に自転車などを置いたままにしないでください。 

停留所は、近隣の皆さんのご理解とご協力のもと設置しております。 
近隣の皆さんの迷惑とならないようご配慮ください。 

□問い合わせ先　防災交通課　fl（４８）１１１１（内２７７） 

【循環バスの阿久比駅前ロータリー乗り入れ時間】 

＊2台のバスが同時に 
　駅前ロータリーを発 
　着します。 

【循環バス停留所設置場所】（イメージ） 

１０月１日（予定）から、阿久比駅前ロータリーに循環バスが発着します。 

バス停留所における駐停車は、ご遠慮ください。 

 

　8：48～　9：00 

　9：20～　9：30 

10：18～10：30 

10：50～11：00 

11：48～11：55

12：55～13：00 

13：20～13：30 

14：20～14：30 

14：50～15：10 

16：00～16：10 

 

16：30～16：40 

17：28～17：50 

18：10～18：30
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阿久比谷虫供養 阿久比谷虫供養 
誇りある伝統行事 誇りある伝統行事 誇りある伝統行事 

知多の虫供養行事（愛知県指定無形民俗文化財）
今年は白沢地区で開催されます

　虫供養は米作りや野菜作りで犠牲になった田畑の虫を供養するために念仏を行ったこ
とが始まりとされ、融通念仏の始祖　 良 

りょう

 忍 
にん

 上 
しょう

 人 （１０７２～１１３２）により広められ平安時代
にん

終わりごろから阿久比でも行われるようになった民俗信仰行事です。
　現在 阿久比谷虫供養は町内１３地区の持ち回りで当番を受け持ち、当番地区では前年の
虫供養で引き継ぎを受けてから寒干しや土用干しなど、数々の行事を 1年かけて行い、
虫供養当日を迎えます。
　行事当日は導師の先導で同行衆による念仏が唱和され、道場や小屋にはそれぞれ掛け軸
がまつられます。また、会場内に建てられた 大  塔  婆 の下の砂山を幼児に踏ませると「か

おお とう ば

んの虫封じ」になると伝えられています。
　永い歴史があり、戦乱に巻き込まれ中断もありましたが、根強くよみがえった虫供養
は、まさしく町の誇る伝統行事です。会場に足を運びご覧ください。

虫供養会場 

阿久比谷虫供養スケジュール
午前８時　　　開始
午後０時３０分　囃子奉納
午後１時　　　百万遍念仏開始
午後３時１０分　囃子奉納
午後４時　　　終了

日　時
　９月２３日（金・祝）
　午前８時～午後４時

場　所
　白沢区民館
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八
月
八
日（
月
）

　

ア
サ
ガ
オ
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

色
鮮
や
か
な
花
が
十
個
ほ
ど
確
認
で
き

ま
し
た
。

　

涼
し
げ
な
ア
サ
ガ
オ
を
眺
め
て
、
ま
だ

ま
だ
続
き
そ
う
な
暑
い
日
を
乗
り
切
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

八
月
十
二
日（
金
）

　

一
緒
に
寄
せ
植
え
し
た
ケ
ナ
フ
が
一

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
に
成
長
し
、
白
い

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

ケ
ナ
フ
の
起
源
は
古
く
、
原
産
地
は
ア

フ
リ
カ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ケ
ナ
フ
は
、

育
つ
の
が
早
く
、
二
酸
化
炭
素
を
多
く
吸

収
し
ま
す
。
し
か
も
、
木
材
パ
ル
プ
の
代

替
資
源
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
０
）

�������オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●矢勝川堤防に球根植栽

矢勝川沿いにヒガンバナを増やそうと７月２４日、親
子連れなど６７人が参加し、６,０００個の球根を植えまし
た。
矢勝川周辺の美化に関心を持ってもらうため、ボラ

ンティア団体「矢勝川の環境を守る阿久比地区会」が
主催し、愛知県の「あいち森と緑づくり環境活動交付
金」事業として実施しました。
この堤防は、阿久比中学校の生徒も春に球根を植え

ています。新美南吉の童話『ごんぎつね』に登場する
矢勝川が赤い花で染まるように参加者は作業しました。

球根を植える参加者

●「虫供養」本番を前に土用干し

虫供養の行事の一環として行われる「土用干し」が
７月３１日、白沢区民館でありました。
土用干しは、掛け軸や道具などを飾り、夏の風に当
て、カビや虫の害から守り、痛みを防ぐとともに、供
養の行事にもなっています。町指定文化財の１２幅の掛
け軸などが並ぶ会場には、先導する導師の声や同行衆
の唱和する百万遍念仏が響いていました。
土用干しと冬に行われる「寒干し」は、９月の秋分
の日にある本番に向けて、当番地区で毎年行われる大
切な行事です。

白沢区民館で行われた土用干し
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●全日本で飛躍を期する

２０１１全日本ジュニア体操競技選手権大会（８月１２日、
１３日横浜市で開催）に出場する阿久比中学校1年生の
青木翔汰君が８月９日、町長室を訪れました。
この日は、西日本ジュニアの大会で獲得した平行棒

の賞状を持ってきてくれました。
小学校５年生のときに全日本の大会に出場していま

すが、今回は前回よりレベルの高いＡクラス決勝大会
に出場します。町長の激励に対し青木君は「大会では、
個人総合で１桁順位を目指します」と力強く目標を
語っていました。

全日本ジュニア体操競技選手権大会に出場の青木君（中）

●県大会出場を報告

部活動で県大会へ出場する阿久比中学校の生徒たち
による報告会が７月２８日、中央公民館でありました。
　県大会へ出場を決めたのは、水泳、柔道、体操、新
体操、野球、陸上、男子バドミントン、女子バドミン
トン、吹奏楽の部活動から個人、団体の種目、競技に
なります。
「日ごろの練習の成果を発揮して、阿久比町の名前
を広めてきてください」と町長が大会に出場する部員
を激励しました。生徒たちは「代表として精いっぱい
力を出し切ります」と元気よく誓っていました。

県大会に出場する阿久比中学校の生徒たち

中学生 ･高校生による
職場体験 ･ボランティア活動

　学校の夏休み期間に、阿久比中学校の生徒が職場体
験で、阿久比高校の生徒がボランティア活動で町内の
各保育園を訪れました。
　生徒たちは、おもちゃで一緒に遊んだり、絵本を読
んであげたりしました。晴れて暑い日には、園庭で園
児たちと一緒に水遊びをして楽しみました。
　また、町営プールでは、もちの木園生の水泳訓練が阿久比高校水泳部員の指導のもと行われました。
　もちの木園では毎年、体力維持と水に対する恐怖心をなくすことを目的に訓練を行い、水泳部員などがボ
ランティアで手伝いをしています。
　水泳部の市野文隆キャプテンは「今年もまたみんなで楽しく交流ができました」と笑顔で話していました。

�������
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●文化に触れるための来日

阿久比ライオンズクラブの交換留学生のアマンダ・
グラウィンさんが８月５日、町長を表敬訪問しました。
アマンダさんは、米国の中西部に位置するウィスコ

ンシン州に住んでいる２０歳の大学生。８月５日～１４日
に町内のホストファミリー宅に滞在しました。
日本の文化についてもっと学びたいと思い、日本に

やってきたアマンダさん。ただ、今はまだ日本語を話
すのがあまり得意ではないため、日本語の勉強をして
上達したいそうです。

留学生のアマンダさん

●みんなで輪になり盆踊りの夕べ

役場前駐車場で８月１６日、町文化協会主催「あぐい
ふれあい盆踊りの夕べ」が開かれ、約２,５００人が盆踊
りや模擬店を楽しみました。
浴衣姿の老若男女がやぐらを囲み、阿久比音頭、オ
アシス音頭などを踊りました。時間が経つにつれ踊り
の輪が広がり、配られたうちわを持ち今年の踊り納め
をしました。うちわには、東日本大震災の被災地を激
励する言葉が書き込まれていました。
また、光絃一座による津軽三味線アトラクションも
会場を盛り上げていました。

やぐらを囲み踊る参加者

川の生きものを通して自然環境を考える

　阿久比町商工会青年部主催の自然観察会が７月３０日、殿越川沿いにある親水公園で行われました。
　参加者は親子連れなど７０人。子どもたちは川に入り、網を使って魚や貝を捕まえました。
　南知多ビーチランドで飼育担当の榊原圭志さんが講師となり、捕まえた生きものについて解説をしました。
　その後「あぐいくらしの会」と協力して、水質浄化に有用とされる微生物を含んだＥＭ活性液１００リット
ルを川に流し入れました。
　８月７日には、約１２０人の親子らが参加して川の生きものを探すイベントが草木川でありました。
　農地・水 ･環境の良好な保全と質的向上を図るために組織された「草木みどりサミット」の主催で、土の
うでせき止め、水をポンプでくみ上げて浅くなった川で子どもたちは、４０センチメートルを超えるコイやフ
ナ、イシガメ、テナガエビ、ドジョウなどを捕獲しました。
　参加者は、楽しみながら身近な川からとても多くの種類の生きものを発見していました。

ＥＭ活性液を川に流し入れる参加者 大物が捕れました
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�◆
日
に
ち　

十
月
五
日（
水
）、
十
九
日

（
水
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
二
百
円
程
度

◆
内
容　

写
真
を
ペ
ー
パ
ー
や
ス
テ
ッ

カ
ー
で
か
わ
い
く
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル

バ
ム
を
作
り
ま
す
。
サ
ン
プ
ル

が
公
民
館
窓
口
に
あ
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
講
師　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
メ
モ
リ
ー
ズ

ジ
ャ
パ
ン
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー　

奥
田
華
容

�◆
日
に
ち　

十
一
月
二
十
五
日
（
金
）、
二

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
教
室

年
賀
状
を
作
ろ
う

十
八
日（
月
）、
三
十
日（
水
）、

十
二
月
二
日（
金
）

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円
程
度

◆
内
容　

ワ
ー
ド
で
干
支
の
絵
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
楽
し
く
年
賀
状
を

作
り
ま
す
。（
文
字
入
力
の
で
き

る
方
が
対
象
で
す
。）

◆
講
師　

近
藤
恵
子

�◆
日
に
ち　

十
月
五
日（
水
）、
十
二
日

（
水
）、
十
九
日（
水
）、
二
十
六

日（
水
）、
十
一
月
六
日（
日
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午
（
十
月
二
十

六
日
は
午
前
九
時
〜
午
後
四

時
）

◆
会
場　

中
央
公
民
館
ほ
か

狂
俳
教
室

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料
（
吟
行
時
の
入
場

料
、昼
食
代
な
ど
は
実
費
負
担
）

◆
内
容　

狂
俳
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
十

月
二
十
六
日
に
は
バ
ス
に
乗
っ

て
吟
行
に
出
か
け
、
十
一
月
に

は
文
化
祭
の
句
会
に
も
参
加
し

ま
す
。

◆
講
師　

文
化
協
会　

狂
俳
英
比
会

�◆
日
に
ち　

十
一
月
二
十
七
日（
日
）、
十

二
月
三
日（
土
）、
十
一
日（
日
）、

十
八
日（
日
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内
容　
「
富
士
山
」「
不
識
庵
機
山
撃
の

図
に
題
す
」
か
ら
始
め
、
吟
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

初
心
者
の
方
大
歓
迎
で
す
。

◆
講
師　

文
化
協
会　

詩
吟
興
道
館
知
多

支
部

�◆
日
に
ち　

十
一
月
十
日（
木
）、
十
七
日

（
木
）、
二
十
四
日（
木
）、
十
二

月
一
日（
木
）、
八
日（
木
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

吟
詠
会

今
、話
題
の
健
康
法
！「
笑
い
ヨ
ガ
」

◆
受
講
料
な
ど　

千
五
百
円
程
度

◆
内
容　
「
笑
い
ヨ
ガ
」
と
は
、
イ
ン
ド
医

師
の
考
案
に
よ
る
笑
う
こ
と
で

心
と
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
良
い
影

響
を
与
え
る
健
康
法
で
す
。
み

ん
な
い
っ
し
ょ
に
笑
い
ま
し
ょ

う
。

◆
講
師　

中
部
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
リ
ー
ダ
ー

水
野
良
美

�◆
日
に
ち　

十
月
七
日（
金
）、
二
十
一
日

（
金
）、
十
一
月
十
一
日（
金
）、

十
二
月
二
日（
金
）、
十
六
日

（
金
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

五
千
二
百
円
程
度

◆
内
容　

花
の
押
し
方
か
ら
始
め
、
オ
ー

パ
ル
フ
レ
ー
ム
や
花
絵
額
な
ど

毎
回
す
て
き
な
作
品
を
作
り
ま

す
。

◆
講
師　

竹
内
邦
子

�◆
日
に
ち　

十
一
月
九
日（
水
）、
二
十
三

日（
水
）、
十
二
月
十
四
日
（
水
）

平
成
二
十
四
年
一
月
十
一
日

（
水
）、
二
十
五
日（
水
）、
二
月

八
日（
水
）

◆
時
間　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

押
し
花
教
室

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
講
座

平
成
２３
年
度
第
三
期 

生
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。 

　
年
四
回
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
三
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 
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◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

五
千
円
程
度

◆
内
容　

色
使
い
や
配
色
を
学
ん
で
、
装

い
や
生
活
空
間
を
セ
ン
ス
ア
ッ

プ
し
ま
し
ょ
う
。

◆
講
師　

平
野
よ
う
子

�◆
日
に
ち　

九
月
三
十
日（
金
）、
十
月
十

四
日（
金
）、
十
一
月
十
一
日

（
金
）、
十
二
月
九
日（
金
）、
平

成
二
十
四
年
一
月
十
三
日（
金
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館
ほ
か

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内
容　

特
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の

育
ち
や
学
び
に
関
連
す
る
話
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
講
師
の
方
か
ら
お
聞
き

し
ま
す
。
阿
久
比
中
学
校
授
業

参
観
も
行
い
ま
す
。

◆
講
師　

半
田
養
護
学
校　

角
谷
悟
、
英

保
育
園
園
長
（
愛
知
県
発
達
障

害
支
援
指
導
者
）
林
範
子
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
、
阿

久
比
中
学
校
校
長　

上
元
謙
二

ほ
か

特
に
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の
育
ち

や
学
び
の
た
め
に

生涯学習教室・講座 生きがい教室・講座 
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□申込資格　町内在住・在勤・在学している方
□申込期限　９月１５日（木）
□申込方法　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、電子メール、公民館窓口で申し込んで
ください。
　※　定員を越えた場合は初めての方を優先し、抽選により決定します。申し込みが１０人未満の

場合や講師の都合により変更などもありますのでご了承ください。
□問い合わせ先　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）　FAX（４８）６２２９
　電子メール　shakyo@town.agui.lg.jp

日にち　７月２９日～８月４日（全３回）
場　所　干潟（美浜町）、牛舎（植大）、中央公民館ほか
　町内の小学生を対象に、自然観察をはじめさまざま
な体験をする夏休み子ども教室を開講しました。
　３日間という短い期間でしたが子どもたちは、干潟
で貝や蟹、小魚などをとったり、竹内悟司さん（植大）
の牛舎で乳しぼりをしたりとたくさんの貴重な体験を
することができました。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももも教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお こここここここここここここここここここここ ととととととととととととととととととととと 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教 室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室 」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

日にち　８月３日～２９日（全４回）

場　所　中央公民館

　「さくら」など日本の歌を弾きながら琴の基礎を学ぶ、

文化協会の箏曲中山会による入門講座です。

　受講生は、弾き方ひとつで変化する曲調と美しい音

色に触れ、琴の魅力に心ひかれているようでした。
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○ ９６ 

　７月２６日（火）にセントレアを出発した小学生海外派遣団が、７月３１日（日）に無
事帰国しました。派遣団は、町内の小学６年生１５人で、阿久比町の代表としてシ
ンガポールのフェンシャン小学校との交流を深め、外国を見聞してきました。
　フェンシャン小学校とは平成２０年度から派遣を通した交流を始めました。昨年度
はフェンシャン小学校の児童を５月に迎える双方の交流を行いましたが、今年度
は東日本大震災の影響で、先方の申し出により受入事業は、残念ながら中止とな
りました。そのため、今回の訪問は、今後の交流継続の鍵を握る大切な行事でした。

－小学生海外派遣事業－
派遣児童１５人無事帰国

　子どもたちは、学校で授業を受けたり、シンガポールの家庭にホームステ
イをしたりして、海外で異文化の体験と交流をしてきました。言葉の壁に戸
惑ったこともあったようですが、町の代表として積極的に交流する姿が印象
的でした。短期間の交流でしたが、中身は濃厚であったため、別れの時は思
わず涙がこぼれてしまいました。

〈フェンシャン小学校での盛大な歓迎〉 〈シンガポールの授業体験〉

〈いよいよお別れ〉

　今回の海外派遣の様子は、現地
からブログにアップされています。
各小学校または学校教育課のホー
ムページからご覧いただけます。
携帯電話でご覧になる方は、
http://blog.goo.ne.jp/eibi2011/
または下のＱＲコードを利用して
ください。

　帰国した児童は、２学期が始まる
と、各学校でシンガポールの様子や
交流の内容を友達に伝え、国際理解
教育の一役を担っていくこととなり
ます。海外家庭生活体験事業でカナ
ダに派遣された中学生とともに、９
月２２日には、報告会を行います。海
外で異文化体験をした児童・生徒が、
国際感覚豊かな大人となり、阿久比
町をリードしていくことを強く願っ
ています。

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

地域の方との触れ合いを通して
～週末子ども教室～

　８月６日（土）英比小学校で、地域の方を講師に招いて「週末
子ども教室」を行いました。教えていただいたのは、缶けり・
リム回し・ナンバーの外遊びと将棋など昔からある遊びです。
この教室は、地域の方との交流だけでなく、仲間と遊ぶ楽しさ、
触れ合うよさを子どもたちに体験させることを狙いとしていま
す。第１回目の今回は、２２人の児童が参加しました。
　町では、学校支援地域本部事業を進めています。これは地域
全体で子どもたちを育てよう、町全体を学舎 (まなびや ) にし
ようという願いのもと取り組んでいる事業です。英比小学校は、その試行校としてさまざまな取組にチャレン
ジしています。以前紹介した学生の学習支援ボランティアも、この事業の一つです。
　始まったばかりの地域の方との触れ合いですが、少しずつ参加人数が増えていくことを願っています。

〈リム回し〉

平成２３年度 
阿久比町海外派遣事業 
平成２３年度 
阿久比町海外派遣事業 
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☆　幼稚園ウィーク
　　９月２０日（火）～２２日（木）
　　午前９時３０分～正午
☆　幼稚園説明会
　　９月 ２１ 日（水）　午前９時 ３０ 分～
　　　自由見学　午前９時 ３０ 分～
　　　説明会　　午前１１時～午前１１時２０分
※　駐車場は阿久比スポーツ村第２駐車場
を利用してください。
□問い合わせ先
　町立ほくぶ幼稚園　�（４８）５６０５

　ほくぶ幼稚園では、一人一人の個性を大切にしながら、友達や周りの人と接する
中で、思いやりの心を育てています。園を公開する「幼稚園ウィーク」に、子ども
たちの生活や遊びを見てください。

　阿久比町にある板山高根湿地は、珍しい昆虫や植物が生息・生育し、知多半島でも貴重な自然環境
が残っています。
　普段は一般公開を行っていませんが、講座板山高根湿地「自然観察会」を開催し、限定的な公開を
実施します。
　各回、専門の先生によるわかりやすい解説付きです。どなたでも楽しんでいただけます。この機会
に湿地での自然観察会にご参加ください。
□日　程　第３回　９月２６日（月）　午前９時～正午
　　　　　第４回　９月２７日（火）　午前９時～正午
□集合場所　各回とも中央公民館１０３号室（マイクロバスで現地まで
　　　　　移動します。）
□対象者　興味のある方
□定　員　各回２５人（定員を超える場合は、抽選）
□参加費　２００円（つり銭の無いようにお願いします。）
□申込期限　９月１５日（木）
□申し込み・問い合わせ先　社会教育課社会教育係　�（４８）１１１１（内２６２）
　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ (４８)６２２９　電子メール　shakyo@town.agui.lg.jp
　※　氏名、住所、電話番号、参加希望日をお知らせください。電子メールで申し込まれる場合は、
件名に「自然観察会」と入れてください。

　　　電話での申込みは平日の午前９時～午後５時。
　　　後日、案内を送付させていただきます。

板山高根湿地「自然観察会」参加者を募集 板山高根湿地「自然観察会」参加者を募集 板山高根湿地「自然観察会」参加者を募集 
～ 絶滅危惧Ⅱ類！シラタマホシクサを観察しよう！ ～ 

板山高根湿地「自然観察会」参加者を募集 

シラタマホシクサ
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◎　覚えよう応急手当
　もしもあなたの側で愛する人が倒れたら、あなたはどうしますか？
　そんな時、あなたは何もせず救急車の到着を待つだけですか？
　応急手当を知っていれば、大切な人を救うことができるかもしれません。現場に居合わせた“あなた”が
勇気を持って応急手当を実施することが非常に重要です。
　尊い命を救うには“あなたの愛と勇気ある行動”が必要です。
　知多中部広域事務組合消防本部では、定期的に「救命講習」を開催しています。皆さんの参加をお待ちし
ています。
　□問い合わせ先　知多中部広域事務組合消防本部
　　　　　　　　　半田消防署阿久比支署　�（４７）０１１９

◎　普通救命講習を開催
　救命のための応急手当やＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使い方の講習を行います。
　□日時・場所・定員
　　１０月９日（日）　午前９時～正午・半田消防署東浦支署・定員２０人（先着順）
　　１０月２０日（木）　午後１時３０分～午後４時３０分・半田消防署・定員３０人（先着順）
　□申し込み・問い合わせ先　知多中部広域事務組合消防本部
　　　　　　　　　　　　　　東浦支署　�０５６２（８３）０１１９
　　　　　　　　　　　　　　半田消防署　�（２１）１４９２
　　　　　　　　　　　　　　HP　http://www.cac-net.ne.jp/̃chitachu/

救急医療週間 
９月４日（日）～９月１０日（土） 

◎　地域の救急医療体制の維持が厳しくなってきています
　救急病院は、緊急性の高い重傷者や重症患者の受け入れを担当していますが、軽い症状の方が多く受診することで、重症患者
などをすぐに受け入れできないことがあります。
　夜間や休日の救急病院は、診療時間とは異なり、少人数の勤務医が当直しているのみです。そこに多くの患者さんが来れば、
勤務医の負担が増えます。
　そこで、
１　「かかりつけ医」をもちましょう
　　日ごろから最寄りの開業医の先生を「かかりつけ医」とし、自分自身や家族の健康、病気のことを相談しましょう。緊急時
には連絡が取れ、適切な医療機関に紹介状を書いていただける備えをしておきましょう。
２　早めに、定期的に受診しましょう
　　病気は、軽い症状を我慢しているうち、急に重症化することも多くあります。早めに「かかりつけ医」に受診すれば、十分
な検査や治療が受けられ、医療費も結果的に安く済みます。
◎　小児の病気で医療機関に受診するか迷ったら
　けいれんが止まらない、意識がない、呼吸が苦しいなど明らかに緊急を要する急病の場合は、迷わずに「１１９番」をご利用く
ださい。

　子どもの誤飲事故が起こった時は
　□中毒１１０番電話サービス（財団法人日本中毒情報センター）
　　一般市民専用電話（情報提供料は無料）　　�（大阪）０７２（７２７）２４９９（３６５日・２４時間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つくば）０２９（８５２）９９９９（３６５日・午前９時～午後９時）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（タバコ専用）０７２（７２６）９９２２（３６５日・２４時間・テープによる情報提供）

　夜間の急病時、病院に行ったほうが良いかどうか判断に迷った時は
　□小児救急電話相談　看護師（難しい事例は小児科医）による救急電話相談
　　　　　　　　　　　土曜日、日曜日、祝日、年末年始の午後 7時～午後 11時　�#８０００（短縮番号）　０５２（２６３）９９０９
　□「こどもの救急」（社団法人日本小児科学会）　HP　http://kodomo-qq.jp/　　対象年齢　生後 1カ月～ 6歳
　□愛知県小児科医会　ＨＰ　http://aichi-pediatric-ass.jp/

□問い合わせ先　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１１･３１２）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををををををを決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめてててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか「かかりつけ医」を決めていますか
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�□
募
集
人
員　

三
人

□
勤
務
内
容　

小
中
学
校
給
食
調
理
業
務

な
ど

□
勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

□
勤
務
時
間　

学
校
休
校
日
以
外
の
午
前

八
時
半
〜
午
後
四
時
（
一
日
六
･
五
時

間
程
度
）

□
勤
務
開
始
日　

十
月
三
日

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


□
賃　

金　

八
百
二
十
円
（
時
間
給
）

　

交
通
費
月
額
二
千
円
（
自
宅
か
ら
勤
務

地
ま
で
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

阿
久
比
町
在
住
で
、
年
齢

五
十
歳
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
現

在
）
ま
で
の
健
康
な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）、
健
康
診
断
書
（
後
日
提
出

可
）

□
申
込
期
限　

九
月
二
十
二
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー　

�（
４
８
）５
１
１
１

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
内
容　

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
中

学
校
へ
の
給
食
配
送
業
務
な
ど

□
勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

□
勤
務
時
間　

学
校
休
校
日
以
外
の
午
前

十
時
〜
午
後
三
時（
一
日
四
時
間
程
度
）

□
勤
務
開
始
日　

十
月
三
日

□
賃　

金　

千
五
十
円
（
時
間
給
）

　

交
通
費
月
額
二
千
円
（
自
宅
か
ら
勤
務

地
ま
で
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

阿
久
比
町
在
住
で
、
年
齢

六
十
三
歳
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

現
在
）
ま
で
の
健
康
で
三
ト
ン
車
を
運

転
で
き
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）、
健
康
診
断
書
（
後
日
提
出

可
）

□
申
込
期
限　

九
月
二
十
二
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー　

�（
４
８
）５
１
１
１

Information

お知らせ  
InformationInformation

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画ににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる第５次阿久比町総合計画における
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働のののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「参画・協働の行動指針」

基本計画第２章・第４節　消防・防災
○災害の発生に備え、防災訓練や人命救助のため救命講習会
等に参加しましょう。
○自主防災会活動に参加しましょう。
○災害時要援護者登録率を向上させ、火災や救急時に高齢者
や障がい者などの連絡、救助に協力しましょう。
○消防団員確保に協力しましょう。

　

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

（
八
月
一
日
〜
八
月
十
日
）
期
間
中
の
八

月
五
日
（
金
）、
名
鉄
阿
久
比
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
で
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

半
田
警
察
署
署
員
、
知
多
県
民
セ
ン

タ
ー
職
員
、
役
場
職
員
が
、
駅
の
駐
輪
場

や
商
業
施
設
の
駐
輪
場
に
お
い
て
自
転
車

の
盗
難
が
多
い
た
め
「
自
転
車
か
ら
離
れ

る
と
き
は
鍵
を
必
ず
掛
け
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
掛
け
、
高
校
生
を
中
心
に
ワ
イ
ヤ
ー

ロ
ッ
ク
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

啓
発
物
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

阿
久
比
町
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
防
犯

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た

　

女
性
交
通
指
導
員
の
研
修
会
が
八
月
九

日（
火
）中
央
公
民
館
本
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
半
田
署
管
内
の
一
市
五
町
で

組
織
さ
れ
る
東
知
多
交
通
安
全
推
進
連
絡

協
議
会
。
愛
知
県
交
通
安
全
教
育
チ
ー
ム

「
あ
ゆ
み
」
の
皆
さ
ん
を
講
師
と
し
て
招

き
、
一
市
五
町
の
女
性
交
通
指
導
員
が
交

通
安
全
指
導
な
ど
に
つ
い
て
研
修
を
受
け

ま
し
た
。

　

交
通
指
導
員
は
「
悲
し
い
交
通
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
、
今
回
の
研
修
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
指
導
を

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
研
修
後
に
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

女
性
交
通
指
導
員
の
研
修
会
を

行
い
ま
し
た

□
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
交
通
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
７
７
）
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Information

�□
日　

時　

九
月
十
一
日（
日
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
エ
ス

ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）

□
対
象
者　

七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
（
昭

和
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

□
内　

容　

式
典
後
は
、
和
太
鼓
サ
ー
ク

ル
�
歩
童
�
と
阿
久
比
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
す
。

※　

敬
老
会
当
日
は
会
場
周
辺
の
道
路
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
通
事

故
に
気
を
付
け
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

保
険
課
介
護
保
険
係

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
８
・
２

９
０
）

�
　

虐
待
な
ど
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
に

か
か
わ
る
悩
み
事
、
心
配
事
な
ど
相
談
に

電
話
で
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

□
日　

時

　

九
月
五
日（
月
）〜
十
一
日（
日
）

　

〈
平
日
〉
午
前
八
時
半
〜
午
後
七
時

　

〈
土
曜
・
日
曜
日
〉
午
前
十
時
〜
午
後

五
時

□
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

□
相
談
専
用
電
話　

�
０
５
７
０（
０
０

３
）１
１
０

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
人
権

擁
護
部　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１

１
１
（
内
１
４
７
０
）

�
　

障
害
の
あ
る
方
で
就
職
し
て
い
る
方
の

家
族
を
対
象
と
し
た
懇
談
会
「
き
ん
ろ
う

か
ん
し
ゃ
父
母
の
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

九
月
十
七
日（
土
）　

午
前
十

時
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）
第
三
会
議
室
（
半
田
市
雁

宿
町
１
‐　

‐
１
）

２２

□
参
加
費　

無
料

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
地
域
障
が
い
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ワ
ー
ク
」

　

�
０
５
６
２（
３
４
）６
６
６
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
６
２（
３
４
）６
６
１
８

　

電
子
メ
ー
ル　

w
ork@

aikouen.jp

�
　

三
百
人
以
上
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る

特
定
用
途
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
は
、

資
格
取
得
後
五
年
以
内
ご
と
に
再
講
習
を

受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

□
講
習
日
時　

十
月
十
九
日（
水
）　

午
後

一
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
（
半
田
消
防
署
三
階
講
堂
）

□
定　

員　

五
十
人
（
先
着
順
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�
�

�

	

□
申
込
期
間　

九
月
十
二
日（
月
）〜
十
六

日（
金
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
受
講
料　

千
四
百
円

□
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
写
真
一
枚（
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
横
二
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、

受
講
料
、
甲
種
防
火
管
理
講
習
（
新

規
）
修
了
証
の
写
し
を
添
え
て
消
防
本

部
予
防
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
不
可
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

�（
２
１
）
１
４
９
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

�������	
����������
�������	
���������
◎基準の見直しについて
　　平成２４年度から「冷蔵倉庫（保管温度が１０度以下に保たれる倉庫）用家屋」の
固定資産評価基準が改められます。
　　これまで、非木造の「冷蔵倉庫」については「一般倉庫」と同じ基準により取
り扱われてきましたが、平成２４年度の固定資産税課税分より非木造の「冷蔵倉庫
用家屋」について、家屋の評価額が早く減少する計算方法が適用されることにな
りました。
　※　ただし、冷蔵倉庫用家屋と認定された場合でも、平成２４年度の経年減点補正

率が既に最終減価率（固定資産評価基準では２割）に到達しているものは、評
価額の変更はありません。

◎対象となる倉庫
　　次の要件すべてに該当する冷蔵倉庫が対象になります。
　・非木造の倉庫（鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造、軽量

鉄骨造）であること。
　・倉庫内を１０度以下に保つことができるもの。
　・建物の面積の５０パーセント以上が冷蔵倉庫用であること。
　・倉庫そのものに冷蔵機能を備えているもの。
　※　一般用の倉庫内にプレハブ方式の冷蔵庫、業務用冷蔵庫などを設置している

ものは、対象となりません。
◎お願い
　　該当する家屋を所有していると思われる方は、役場税務課固定資産税係まで連
絡ください。現況調査を行います。調査時には、冷蔵能力が分かる書類、図面な
どをご用意ください。
□連絡・問い合わせ先　税務課固定資産税係　�（４８）１１１１（内２１８）
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�□
対　

象　

一
般

□
定　

員　

三
十
人

□
日
時
・
場
所

□
受
講
料　

千
円
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
あ
ぐ
い

会
員
は
無
料
）

□
内　

容　

技
術
と
ル
ー
ル
を
習
得
し
、

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
の
楽
し
さ
を
体

験
し
ま
す
。

□
講　

師　

ア
ク
テ
ィ
ブ
あ
ぐ
い
指
導
員

□
申
込
期
限　

九
月
二
十
六
日（
月
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
体
育
係　

�（
４
８
）１
１

１
１（
内
２
６
２
・
２
８
０
）

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
あ
ぐ
い　

�
０
９
０（
６

６
１
７
）９
１
０
１

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

	

場所時間日にち

東部小学校体育館午後７時３０分～
午後９時３０分１０月６日（木）

草木小学校体育館午後７時３０分～
午後９時３０分１０月１３日（木）

南部小学校体育館午後７時３０分～
午後９時３０分１０月２０日（木）

英比小学校体育館午後７時３０分～
午後９時３０分１０月２７日（木）

ふれあいの森体育室午後７時３０分～
午後９時３０分１１月３日（木・祝）

全５回

アイアンマン７０.３セントレア常滑ジャパン開催に伴う交通規制
９月１８日（日）　午前７時～午後２時３０分

　トライアスロン大会「アイアンマン７０.３セントレア常滑ジャパン」が９月１８日（日）、常滑市内で開催さ
れます。当日は、コース周辺で大規模な交通規制が行われます。詳細については、常滑市ホームページ
（http://www.city.tokoname.aichi.jp/）で確認してください。
□問い合わせ先　大会実行委員会事務局　�０５７０（０１０）７０３

島田橋東交差点 

選手通過予想時間 
9：00頃～12：55頃 

落合東交差点 

選手通過予想時間 
8：40頃～13：00頃 

御林 

西の台 

半田中央 

阿久比 

阿久比 

黒山 

常滑 

西前田 
三和小 

久米南部 
工業団地 

下芳池 

常滑中 

前山ダム 

セントレア 
ライン 
セントレア 
ライン IC

IC

IC
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選手：セントレアライン下を通過 
車両：セントレアライン及び側道 

の通行可能 

知
多
半
島
道
路 

阿久比町 

半田市 

知多市 

半田池 

PA
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□
日　

時

・
九
月
三
日（
土
）　

午
前
十
時
〜
正
午

・
九
月
五
日（
月
）、
六
日（
火
）、
十
六
日

（
金
）　

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
半

・
九
月
十
七
日（
土
）　

午
後
二
時
〜
午
後

四
時

�
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�
	


�
�


�

�

�

�

�
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□
場　

所　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

半
田
地
域
事
務
所
（
半
田
市
南
末
広
町

６
‐
２　

半
田
ビ
ル
二
階
）

□
採
用
（
進
学
・
就
職
）
種
目
な
ど

□
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協

力
本
部
半
田
地
域
事
務
所　

�（
２
１
）

０
０
０
４

�
　

九
月
二
十
四
日
「
清
掃
の
日
」
か
ら
十

月
一
日
「
浄
化
槽
の
日
」
ま
で
の
「
環
境

衛
生
週
間
」
の
一
環
と
し
て
、
東
部
知
多

衛
生
組
合
管
内
（
大
府
市
、
豊
明
市
、
東

浦
町
、
阿
久
比
町
）
の
小
学
四
年
生
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
（
優
秀
作
品
）
を

展
示
し
ま
す
。

□
展
示
場
所　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル
二

階
ロ
ビ
ー
（
大
府
市
大
東
町
２
―　

）
９６

□
展
示
期
間　

九
月
十
七
日（
土
）〜
十
月

十
六
日（
日
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー　

�
０
５
６
２（
４
６
）８
８

５
５
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※受験資格の年齢は、平成２４年４月１日現在のものになります。

受験資格進学・就職後の概要採用種目

高校卒業（見込み含む。）
２１歳未満

自衛隊の幹部医師を目指します。防衛医科大学校学生
自衛隊を動かす幹部を目指します。防衛大学校学生
航空機パイロットを目指します。航空学生

高校卒業（見込み含む。）
２４歳未満

看護師を目指します。看護学生

１８歳以上
２７歳未満

チームリーダーを目指します。一般曹候補生
第一線での活躍を目指します。自衛官候補生

中学校卒業（見込み含む。）
１７歳未満

将来のチームリーダーを目指します。高等工科学校生徒

今今月月のの納納税税ななどど
国民健康保険税　　　　２期分

介護保険料　　　　　　２期分

後期高齢者医療保険料　３期分

公共下水道事業受益者負担金　２期分

納期限は９月 ３０日（金）です。

999999999999999999999 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催月定例議会を開催
　平成２３年阿久比町議会第３回定例会を次のとお
り開催します。
□日　時　９月８日（木）　午前１０時から
□問い合わせ先　議会事務局
　�（４８）１１１１（内２４１）
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ９，１７０　　（＋２０）

人　口　２６，２７８人（＋４７）

　男　　１２，９８６人（＋１９）

　女　　１３，２９２人（＋２８）

（　　）は前月との増減数

７月中の異動

　出生　２５　　転入　９３

　死亡　９　　転出　６２

平成２３年８月１日現在

人 口 と 世 帯
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　安心して子どもを生み、子育てしやすい環境をつくるために、平成１５年７月に「次世代
育成支援対策推進法」が成立し、社会が一丸となって、次世代の育成を支援していく施策
を進めています。
　町でも、平成１７年３月に「阿久比町次世代育成支援行動計画」を策定し、一人でも多く
の方が子育てに伴う喜びが実感できるよう支援するための取り組みを行っています。
◆基本理念
　　阿久比町に住むすべての子どもが次代の担い手として、心身ともに健康で安心と自信
を持って暮らし、子どもらが輝きながら生きる力を育むとともに、全ての家庭が安心し
て子どもを育てることができるような環境づくりを目指します。

子どもが健康で輝きながら育つまち　阿久比
◆施策の基本的な方向性
　・地域における子育ての支援
　・母性ならびに乳幼児等の健康の確保および増進
　・子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備
　・子育てを支援する生活環境の整備
　・職業生活と家庭生活との両立の推進等
　・子ども等の安全確保
　・要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進
◆計画の期間
　・平成１７年度から平成２１年度までの５年間を前期計画とし、平成２２年度から平成２６年度

までを後期計画とします。後期計画については、前期計画の中間評価などを踏まえ平
成２１年度中に策定しました。

◆主な施策の目標値と進展状況
　町ホームページhttp://www.town.agui.lg.jp/ka/jisedaikeikakuh２２.htmlをご覧ください。
　□問い合わせ先　住民福祉課　�（４８）１１１１（内３０１）

阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 阿久比町次世代育成支援行動計画の進展状況を公表します 


